
 
 
 事業の背景                                  
 
◆本団体は従来からフードバンク事業やホームレスへの巡回支援を続けていました 

が、生活保護につなぐことができたとしても、地縁や血縁など、さまざまな縁がき
れている状態のままでは生活困窮者が社会から孤立している状況は変わらないと
いう課題を感じていました。 

 
◆人づきあいが苦手であることが多い生活困窮者が人と繋がりを持つために、フード 

バンク倉庫を居場所や縁づくり、中間的就労の場として開放し、生活困窮者自身が
ボランティアとして活動に参加することで自立に繋げていくことを目指した事業
です。 

 
 事業の概要                                  
 
◆フードバンクを拠点として食糧支援、居場所づくり、就労訓練を展開しました。 

孤立した状態の生活困窮者の方が倉庫内の居場所に集って話をするところから始
まり、徐々に一般のボランティアと一緒に食品の仕分け、配送などの軽作業を行う
ことで、社会とのつながりを再び見出し、自己肯定感を取り戻す場として機能して
いました。 

 
◆このようにして、支援を受けた者が、支援する側に回るという循環型支援の流れが

できつつあります。さらに、事業の成果として、５人の生活困窮者の方を警備業や
生鮮食料品関連会社への就労に繋げることができました。 

 
◆フードバンクでは移動型の路上生活者や、失業による困窮者、知的障害がある方等

に支援を行い、夜回りによる移動型のホームレスへのアウトリーチ活動も積極的に
行われました。一法人だけでできることには限りがある為、栃木県内にもつ様々な
ネットワークを活用して、市役所や社会福祉協議会、専門領域に取り組む NPO 法
人等と連携して当事者課題に応じた支援を組み立てることが可能になっています。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

キーワード 生活困窮者 貧困・格差 緊急支援 ﾌ-ﾄﾞﾊﾞﾝｸ 活 動 地 域 栃木県 

事 業 名 フードバンクを媒体とした困窮者支援事業 

事 業 年 度 平成 25 年度 助 成 金 額 1,524 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人とちぎボランティアネットワーク 

所 在 地 
〒320-0027 栃木県宇都宮市塙田 2-5-1 共生ビル 3階  

ＴＥＬ：028-622-0021 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.tochigivnet.com/ 

 

 
☞ 同法人ではファンドレイジングのイベントとしてチャリティーウォークを開催し、活動 
   資金を調達することができました。フードバンクをツールにこれまで関わりがなかった 

人も巻き込んで、社会問題への問題意識の共有や助け合いの意識を広めて行き、社会問題
の解決を目指そうとしている事業であり、今後の展開が期待されます。 

 
 

ここに注目！ 
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